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UltraShot™射出システム

UltraShot™射出システムは、パーツデザインの柔軟性を高めながら、リスクを低減しパー
ツの品質を向上して金型の認定を早める方法でプラスチックを製造します。UltraShot™の
射出技術の鍵は、キャビティの近くで圧力を生成する正確にサーボ制御された射出システ
ムであることです。キャビティの充填、主要部分のバランス、困難な用途に対して優れた制
御能力が得られます。
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をより厳密に制御すること
で、バランスおよび部品間
の差異が改善されます。

部品の品質と生産の一貫性を向上
UltraShot™射出システムは、キャビティの近くで樹脂を加圧
するため、樹脂の圧縮と剪断の影響を軽減し、バランスと部
品の品質に対する熱変化を抑制します。この影響を排除する
UltraShot™射出システムは、業界をリードするバランスと比類
ない部品の品質を実現します。

従来型のホットランナとは異なり、キャビテーションのツーリン
グが高くなってもバランスと部品の品質は低下しません。離散
的な射出回路設計により、金型の寸法に関係なく同じプロセ
ス条件を提供しながら128のキャビティまでスケーリングできま
す。スケーリングの影響を排除することにより、パイロットから製
品ツーリングまでの認定期間を短縮できます。



部品設計の柔軟性を向上
射出成形のための一般的な設計ルールは、UltraShot™射出システムには適用されません。UltraShot™技術を採用するこ
とで、通常の射出成形システムよりも優れた制御能力を発揮しながらゲートで非常に高い圧力を得ることができます。こ
れは、射出成形プロセスの要件に左右されるのではなく、お客様のニーズに合わせて部品を設計できることを意味しま
す。他のプロセスまたは成形後の組立が必要であった部品は、単一の射出成形サイクルで生産できるようになりました。

UltraShot™射出システムは、部品全体に充填します。 
これは、従来の射出成形プロセスでは40,000psi 
（2,758 bar）で実現できなかったプロセスです。
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UltraShot™射出システムによってフ
リンジ数が減ると、残留成形の応力

が低下し、光学特性が向上します。

樹脂特性を維持
従来のホットランナと比較して、UltraShot™射出システムでの溶融の場合、高圧射出サイクル数が少なくなるため、元
の樹脂特性が維持されます。その結果、残留成形応力が減少し、成形部品の機械特性と光学特性が向上します。この
UltraShot™技術により、成形部品にとって最高の物理特性が得られます。

高度な閉ループプロセス制御を利用
Altanium®金型コントローラを備えたUltraShot™射出システムは、射出成形用の非常に高度なプロセスモニタリン
グおよび制御を実現します。正確で再現可能な性能を発揮する電気サーボモーターを使用して射出が行われます。 
Altanium®金型コントローラは、主な射出パラメータをリアルタイムでグラフ化して表示します。さらに、各パラメータは
公差域やアラーム出力とともに設定して、射出成形プロセスにこれまでにない制御能力を付与できます。

Altanium®金型コントローラ
業界をリードするホットランナ温度制御と金型サーボ制御の機能を単一のユニットに統合します。



市場での成功事例
医療機器の生産の改善

課題
4+4従来のホットランナのテスト：

• 部品を完全に成形できない
• コアシフトを制御できない

開発用途
非常に長い中空管

• テスト1：L/T= 290

• テスト2：L/T= 580 

部品の反対の端から別の樹脂を充填
• 滞留時間に非常に敏感なソフトTPUショット
• ハードTPUショット 

 
機能に欠かせないハードとソフトの構成部分の 
ウエルドラインの場所と整合性
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生産効率が大きく向上
• 製造コストとリスクによって、当初は成り立たないと見なされていた製品
• UltraShot™射出システムは、いくつかの製造手順と生産セルを排除する
• UltraShot™ 技術によって、単一の製造手順で完成した成形品を生産できる
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の削減：
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UltraShot™射出技術 = 

金型の完成部品
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